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ネットワーク化された音響システムを一元管理。
多彩な公演のサウンドを自由な設定と優れた操作性でコントロール。

納入事例

【主要な納入機材】
機材 ミキシングコンソール
ブランド名 STUDER
製品名 Vista 5

機材 パワーアンプ
ブランド名 AMCRON
製品名 MA-5000i

機材 デジタル ･ マルチプロセッサー
ブランド名 BSS Audio
製品名 BLU-160

【運用開始】
2010 年 3 月

●お問い合わせ先
ヒビノ株式会社　ヒビノプロオーディオセールス Div.
ヒビノインターサウンド株式会社

TEL : 03-5783-3110 
TEL : 03-5783-3880

■ 札幌市の舞台芸術発信の場
札幌市教育文化会館様は、日本の伝統芸能から、演劇、
オペラ、ダンス、お笑いまで様々なジャンルの公演や
イベントを主催しています。このたび、大ホールの機
材の老朽化に伴い、大幅な改修工事が行われました。

■ ネットワーク化された音響システム
音響調整卓には、STUDER の“Vista 5”が選ばれ
ました。96kHz 仕様にしたことで音の分解度を高め
ており、定位や S/N も非常に良いと高評価をいただ
いています。VST オプションも装備し、プラグイン
のエフェクターにも対応。また、ステージボックス
は音響調整卓の置いてあるコントロールルームから
150m 離れたアンプルームに設置されたため、二重
化した光ケーブルでネットワークを構築しています。
大ホールのプロセニアム、サイド、FB、シーリング、ステフロすべてのスピーカーに
AMCRON のパワーアンプ“MA-5000i”と BSS Audio のシグナル・プロセッサー

“BLU-160”が使用され、ソフトウェア London Architect でシステム構成を行ってい
ます。さらに、ソフトウェア System Architect でコントロールルームからパワーアン
プを遠隔制御、モニタリングしており、音響システムの一元管理をしています。自由な
設定と優れた操作性が受け入れられ、音質も良いとシステムの印象は上々です。

アンプルームの AMCRON“MA -
5000i”と BSS Audio“BLU-160”

System Architect コントロール画面London Architect コントロール画面

【パワーアンプ / プロセッサーの内訳】
プロセニアム

MA-5000i × 4、BLU-160 × 1

サイド
MA-5000i × 6、BLU-160 × 2

ステージスピーカー
MA-5000i × 4、BLU-160 × 2

その他
MA-5000i × 15、BLU-160 × 4


